






 

 前年度に引き続き、今回は排尿時の自助具を中心に工夫した。 

1.ズボンとパンツの工夫 

 ズボンとパンツの前開きを前立てより下部を更に 1Ocm 程開き、ファスナーに

ひもをつけ手指 4本の力で上下しやすくした。これにより上肢筋力を使ってフ

ァスナーの上げ下げが容易になった。 

2.陰茎押え捧作成 

 肘関節拘縮等のために陰部まで手の届かない患者のために考案したものであ

る。形は図 1のようになっている。材質は角度が自由に調節できるように針金

を用いた。最初針金を包帯で巻いたが汚染しやすい欠点があるので、O2 カテー

テルや輸液用のビニールチユーブに針金を通したところ洗滌が可能であり、感

触も好評となり十分自助具の役割を果している。 


